
２
月
４
日
（
日
）
第
２
９
回
都
本
部

委
員
会
を
、
東
京
ト
ラ
ッ
ク
健
保
会
館

に
て
行
い
、
執
行
部
、
委
員
併
せ
て
４

１
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

石
塚
副
委
員
長
に
よ
る
開
会
挨
拶
と

諸
役
員
選
出
、
続
い
て
松
田
委
員
長
か

ら
執
行
委
員
長
あ
い
さ
つ
を
受
け
、
東

京
学
習
協
江
口
健
志
常
任
理
事
よ
り
、

労
働
契
約
法
に
よ
る
労
働
条
件
明
示
が

今
年
４
月
１
日
よ
り
改
正
さ
れ
る
に
当

た
り
「
非
正
規
労
働
者
組
織
化
を
い
か

に
進
め
る
か
。
い
ま
、
な
ぜ
非
正
規
組

織
化
が
大
事
な
の
か
、
ど
う
進
め
る
か
。
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
記
念
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
「
新
自
由
主
義
に
よ
り
非
正

規
労
働
者
は
労
働
者
の
４
割
を
占
め
、

ま
た
正
社
員
で
は
あ
る
が
家
族
を
形
成

で
き
な
い
賃
金
水
準
が
蔓
延
し
、
ワ
ー

キ
ン
グ
プ
ア
が
増
大
し
て
い
る
。
一
方

で
大
企
業
は
、
利
潤
拡
大
の
た
め
政
治

を
利
用
し
、
そ
の
邪
魔
に
な
る
規
制
を

撤
廃
さ
せ
、
よ
り
儲
け
や
す
い
社
会
シ

ス
テ
ム
を
作
り
、
労
働
者
は
分
断
さ
れ

て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
誰
で
も
一

人
で
も
入
れ
る
ユ
ニ
オ
ン
の
意
義
は
特

に
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
」
と
強
調
。

ま
た
、
講
演
の
中
で
建
交
労
東
京
で
準

備
を
進
め
て
い
る
、
共
済
を
軸
と
し
て

ゆ
る
や
か
に
労
働
者
と
つ
な
が
る
組
織

化
に
つ
い
て
触
れ
て
頂
き
、
労
働
組
合

の
原
点
は
共
済
で
あ
る
と
し
て
、
共
済

に
よ
る
組
織
拡
大
や
個
人
加
盟
ユ
ニ
オ

ン
に
よ
る
組
織
成
功
例
を
紹
介
さ
れ
、

期
待
を
寄
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

議
案
提
案
で
は
第
１
号
議
案
と
し
て
、

昨
年
９
月
開
催
の
都
本
部
大
会
か
ら
現

在
ま
で
の
経
過
報
告
を
提
案
し
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
「
２
４
春
闘
方
針
第
２

次
案
」
の
提
案
で
は
、
全
国
の
建
交
労

中
央
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
平
均
額
に

基
づ
き
、
統
一
要
求
提
出
日
は
２
月
１

４
日
（
水
）
、
要
求
額
は
月
額
３
８
０

０
０
円
、
日
額
１
８
０
０
円
、
時
間
額

１
６
０
円
で
あ
る
こ
と
を
提
起
し
ま
し

た
。
月
額
要
求
に
つ
い
て
は
昨
年
比
４

０
０
０
円
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
労
働

者
の
物
価
・
燃
料
高
騰
に
よ
る
非
常
に

厳
し
い
生
活
実
態
を
表
し
て
い
る
、
と

強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国
・
東
京

ト
ラ
ッ
ク
部
会
が
国
土
交
通
省
に
長
年

要
求
し
て
き
た
「
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ

ン(

Ｔ
Ｓ)

や
サ
ー
ビ
ス
エ
リ

ア
（
Ｓ
Ａ
）
で
の
街
頭
監
査
」

が
昨
年
実
現
し
た
事
を
紹
介

し
ま
し
た
。
集
中
監
視
月
間

で
あ
る
昨
年
の
１
１
月
～
１

２
月
に
、
Ｓ
Ａ
な
ど
で
ト
ラ
ッ

ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

へ
の
聞
き
取
り
が
行
な
わ
れ
、

実
際
に
悪
質
な
荷
主
や
元
請

事
業
者
の
社
名
の
公
表
・
勧

告
が
さ
れ
ま
し
た
。
都
本
部

も
東
京
春
闘
共
闘
主
催
官
民

共
同
行
動
の
中
で
、
少
な
く

と
も
２
０
１
７
年
か
ら
今
日

に
至
る
ま
で
要
求
し
続
け
て

き
ま
し
た
。
回
答
は
「
検
討
す
る
」
に

留
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
粘
り
強
く
原

則
的
な
運
動
で
、
要
求
を
前
進
さ
せ
た

成
果
で
す
。
私
達
は
こ
れ
ま
で
の
た
た

か
い
に
確
信
を
持
ち
、
２
４
春
闘
で
私

達
働
く
者
の
切
実
な
要
求
を
前
進
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

続
い
て
３
号
議
案
、
中
間
決
算
・
会

計
報
告
を
石
塚
副
委
員
長
が
提
案
し
ま

し
た
。
質
疑
・
討
論
で
は
３
名
の
委
員

よ
り
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
１
号
議
案
・
２
号
議
案
は

全
会
一
致
、
３
号
議
案
は
圧
倒
的
多
数

で
全
て
の
議
案
が
採
択
さ
れ
、
２
４
春

闘
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
は
清
水
副
委
員
長
に
よ
る
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
に
て
閉
会
し
ま
し
た
。

【
書
記
長

遠
藤

晃
】

建
交
労
東
京
女
性
部
は

１
月
２
７
日
、
第
２
４
回

大
会
を
都
本
部
会
議
室
に

て
８
名
の
参
加
で
行
い
ま

し
た
。
横
山
委
員
の
元
気

な
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、

来
賓
の
中
央
女
性
部
山
本

事
務
局
長
と
、
秋
山
東
京

青
年
部
長
か
ら
は
、
能
登

半
島
地
震
に
関
す
る
建
交

労
の
取
り
組
み
や
、
奇
し

く
も
地
震
発
生
前
に
青
年

部
が
防
災
セ
ン
タ
ー
の
見

学
で
学
ん
だ
教
訓
な
ど
の

挨
拶
を
頂
き
ま
し
た
。
江
部
事
務
局
長

の
活
動
経
過
報
告
と
活
動
方
針
案
の
提

案
で
は
、
こ
の
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
支
部
、
分
会
か
ら
も
報
告
書
を
送
っ

て
頂
き
、
豊
か
な
内
容
に
な
っ
て
い
る

事
、
女
性
部
と
し
て
様
々
な
活
動
に
参

加
し
、
独
自
企
画
の
「
憲
法
カ
フ
ェ
」

も
み
ん
な
の
協
力
で
実
施
で
き
た
こ
と
、

ま
た
、
大
会
直
前
に
は
、
神
田
支
部
の

東
京
Ｃ
Ｓ
分
会
の
職
場
訪
問
で
、
２
０

代
、
４
０
代
の
女
性
組
合
員
か
ら
直
接

話
を
聞
く
機
会
を
得
て
、
さ
っ
そ
く
宇

津
井
女
性
部
長
は
設
計
の
専
門
性
を
生

か
し
て
、
「
女
性
ト
イ
レ
に
化
粧
ボ
ッ

ク
ス
が
な
い
か
ら
必
要
ね
」
と
提
案
し

た
事
や
、
「
立
ち
仕
事
で
生
理
中
の
作

業
は
辛
い
」
と
の
声
が
、
全
労
連
女
性

部
作
成
「
母
性
保
護
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
青
年

部
と
共
に
学
ぶ
、
と
い
う
今
期
方
針
に

生
か
さ
れ
た
事
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
４
名
の
役
員
を
選
出
し
、

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

【
東
京
女
性
部
委
員

廣
川
陽
子
】
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東
京
都
本
部
第
２
９
回
委
員
会
開
催

２
４
春
闘
方
針
決
定

主催者挨拶 松田執行委員長

学習会講師 東京学習協 江口常任理事

東京女性部 団結して頑張ろう！



建
築
設
計
支
部
は

い
し
ず
え
分
会
と
新

中
央
設
計
東
京
分
会

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
都
本
部
の
支

援
の
下
再
建
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

い
し
ず
え
分
会
は
１
月
に
定
期
大
会

を
開
催
し
た
。
中
央
本
部
主
催
の
座

談
会
に
３
名
の
仲
間
が
参
加
し
雑
誌

建
交
労
に
掲
載
さ
れ
た
。
東
京
女
性

部
は
１
月
に
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会

の
実
現
な
ど
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
定
期

大
会
を
開
催
し
た
。
神
田
支
部
の
分

会
に
職
場
訪
問
を
行
い
要
望
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
し
た
。
中
央
女
性
部
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
。

東
京
ト
ラ
ッ
ク
部

会
は
２
０
２
４
年
問

題
を
前
に
適
正
運
賃

収
受
の
実
現
や
働
き
方
の
改
善
に
取

組
ん
で
い
る
。
４
月
の
改
善
基
準
告

示
改
定
で
働
き
や
す
い
職
場
環
境
が

で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
１
２

月
に
定
期
総
会
を
開
催
し
た
。
３
月

１
７
日
（
日
）
８
時
～
ト
ラ
ッ
ク
パ

レ
ー
ド
、
４
月
５
日
（
金
）
統
一
宣

伝
行
動
を
予
定
し
て
い
る
。
脳
・
心

臓
疾
患
者
は
１
４
年
連
続
ワ
ー
ス
ト

ワ
ン
の
業
界
、
深
刻
な
運
転
手
不
足

で
２
０
３
０
年
に
は
荷
物
の
３
割
が

配
送
出
来
な
い
予
想
も
あ
る
。

神
田
支
部
は
春
闘

に
備
え
、
定
例
委
員

会
等
で
要
求
を
集
約
。

歩
合
給
に
頼
ら
な
い
賃
金
形
態
の
実

現
が
課
題
。
若
い
人
の
要
求
は
休
日

取
得
。
要
求
を
絞
り
確
か
な
実
利
獲

得
を
目
指
す
。
東
京
女
性
部
の
訪
問

に
感
謝
し
ま
す
。
都
本
部
の
春
闘
方

針
、
組
織
拡
大
と
共
済
加
入
促
進
に

つ
い
て
質
問
が
あ
る
。
組
織
が
減
少

す
る
中
、
組
織
拡
大
検
討
委
員
会
主

催
の
宣
伝
行
動
は
企
画
さ
れ
て
い
る

が
他
の
組
織
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
共
済
の
活
用
に

つ
い
て
具
体
的
に
聞
き
た
い
。

首
都
圏
の
土
建
組
合
や

建
交
労
関
地
協
、
国
土
交

通
労
組
な
ど
官
民
の
労
働

組
合
で
構
成
す
る
建
設
首

都
圏
共
闘
会
議
は
、
２
月

９
日
（
金
）
日
本
教
育
会

館
で
「
建
設
労
働
者
に
大

幅
賃
上
げ
を
！
建
設
現
場

に
週
休
２
日
を
！
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
決
起
集
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
に

全
建
総
連
本
部
長
谷
部
賃

金
対
策
部
長
、
全
建
総
連

東
京
都
連
山
本
委
員
長
・

堀
井
書
記
長
、
日
本
共
産

党
や
立
憲
民
主
党
か
ら
議
員
が
駆
け

つ
け
ま
し
た
。
基
調
報
告
を
行
っ
た

上
間
事
務
局
長
は
「
賃
金
が
上
が
ら

な
い
の
は
、
私
達
の
努
力
が
足
り
な

い
か
ら
で
は
な
い
。
地
震
の
被
災
地

で
も
自
己
責
任
の
押
し
付
け
が
見
ら

れ
る
が
、
と
ん
で
も
な
い
事
だ
。
賃

金
が
上
が
ら
な
い
の
は
政
府
の
政
策

ミ
ス
に
よ
る
も
の
に
他
な
ら
な
い
。

事
実
上
金
で
政
府
を
操
作
す
る
財
界

に
対
し
て
も
、
我
々
の
要
求
を
突
き

つ
け
た
い
。
」
と
、
力
強
く
呼
び
か

け
ま
し
た
。
建
交
労
か
ら
栃
木
県
本

部
石
井
書
記
長
が
ダ
ン
プ
労
働
者
の

原
状
に
つ
い
て
報
告
し
「
燃
料
費
の

高
騰
に
加
え
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が

の
し
か
か
り
、
売
上
が
大
幅
に
落
ち

て
い
る
。
ゼ
ネ
コ
ン
や
１
次
に
は
適

正
単
価
で
の
発
注
を
求
め
た
い
。
」

と
訴
え
ま
し
た
。
埼
玉
土
建
や
建
設

関
連
労
連
、
生
公
連
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
の
課
題
が
報
告
さ
れ
、
建

交
労
中
央
本
部
廣
瀬
書
記
長
の
集
会

ア
ピ
ー
ル
文
読
み
上
げ
と
団
結
頑
張

ろ
う
で
集
会
は
閉
幕
。
そ
の
後
新
橋

駅
前
で
、
約
１
時
間
バ
レ
ン
タ
イ
ン

デ
ー
に
因
ん
だ
「
チ
ョ
コ
っ
と
の
賃

上
げ
で
は
生
活
出
来
な
い
！
」
と
書

か
れ
た
チ
ラ
シ
を
配
布
し
な
が
ら
宣

伝
を
行
い
ま
し
た
。
【
東
京
建
設
・

関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】
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■３月 ７日（木）１０時～中央行動

霞ヶ関ﾋﾞﾙﾃﾞｨﾝｸﾞ１階霞ヶ関ﾌﾟﾗｻﾞﾎｰﾙ会議室

（銀座線虎ノ門駅１１番出口徒歩２分）

■３月１４日（木）１０時～バス関連支部（京

王新労組）ストライキ集会 京王電鉄本社前

（聖蹟桜ヶ丘駅徒歩１分）

１３時～鉄道本部貨物協議会ＪＲ貨物本社前

宣伝行動（新宿駅ﾐﾗｲﾅﾀﾜｰ改札徒歩３分）

■３月１７日（日）１０時～トラックパレード

沿道激励（都本部７Ｆ会議室（門前仲町））

組合掲示板

建
築
設
計
支
部
い
し
ず
え
分
会

宇
津
井

よ
り
か

執
行
委
員
長

第２９回都本部委員会質疑・討論

豊
島
運
送
支
部

矢
島

聖
也

執
行
委
員
長

神
田
支
部

上
村

誠

執
行
委
員
長

開会挨拶 石塚副委員長 方針案提起 遠藤書記長

建設労働者春闘イエローアクション
～大幅賃上げを！週休２日制の実現を！～

２
０
２
４
年
１
２
月
１
０
日
（
日
）

～
１
１
日
（
月
）
に
か
け
て
、
建
設

政
策
研
究
所
は
第
２
９
回
全
国
建
設

研
究
・
交
流
集
会
を
開
催
し
、
全
建

総
連
に
加
盟
す
る
土
建
組
合
、
国
交

労
組
、
建
設
関
連
労
連
、
建
交
労
な

ど
官
民
の
建
設
関
係
の
仲
間
２
０
６

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
名

誉
教
授
の
平
田
直
さ
ん
に
よ
る
「
関

東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
～
大
規
模

震
災
に
お
け
る
地
域
建
設
業
～
」
と

題
し
た
記
念
講
演
、
法
政
大
学
社
会

学
部
准
教
授
の
江
羅
さ
と
み
さ
ん
に

よ
る
「
賃
金
引
上
げ
に
向
け
た
建
設

産
業
施
策
の
動
向
と
課
題
」
と
題
し

た
特
別
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
地
報
告
と
し
て
全
国
革
新
懇
代
表

世
話
人
の
伊
藤
達
也
さ
ん
が
「
東
電

福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら
１
２
年
６
ヶ

月
～
福
島
の
原
状
と
課
題
～
」
に
つ

い
て
講
演
し
、
未
だ
に
住
民
本
意
と

な
っ
て
い
な
い
復
興
政
策
を
批
判
し

ま
し
た
。
２
日
目
は
、
４
つ
の
分
科

会
と
被
災
地
現
地
視
察
バ
ス
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
、
福
島
大
学
名
誉
教
授

の
鈴
木
浩
さ
ん
等
が
福
島
の
現
状
に

つ
い
て
よ
り
詳
し
い
報
告
を
行
い
、

中
央
大
学
松
丸
和
夫
さ
ん
等
が
「
中

小
事
業
者
の
課
題
解
決
に
向
け
て
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

【
東
京
建
設
・
関
連
部
会

事
務
局
長

笹
原

和
樹
】

新橋駅前で訴える中央本部廣瀬書記長

日本教育会館で開催しました

栃木県本部石井書記長

常磐ハワイアンセンター


